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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】歩行において足裏に加わる体重の衝撃を吸収し
、足裏のツボを按摩する刺激効果により疲労回復を図り
、更に足の指と指の間に空気の流れを発生させ、湿度の
上昇を抑えて臭いと蒸れを抑える効果を発揮する蒸れ防
止機能付き中敷を提供する。
【解決手段】靴中に載置する所定の足形に形成された中
敷１０であって、足形に形成され、所定の位置に複数の
小穴４が穿孔された上層部１と、足形に沿うように水平
に並べて配置され、かつ小穴４と対向する位置に複数の
空気穴５が穿孔された中空構造のチューブを複数配置し
た中層部２と、格子状に織られたメッシュ布を足形に形
成した下層部３とを積層し、複数のチューブが所定の間
隔で配置され波形状に縫製されて成ることを特徴とする
蒸れ防止機能付き中敷。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　靴中に載置する所定の足形に形成された中敷であって、
　前記足形に形成され、所定の位置に複数の小穴が穿孔された上層部と、
　前記足形に沿うように水平に並べて配置され、且つ前記小穴と対向する位置に複数の空
気穴が穿孔された中空構造のチューブを複数配置した中層部と、
　格子状に織られたメッシュ布を前記足形に形成した下層部とを積層し、
　前記複数のチューブが所定の間隔で配置され波形状に縫製されて成ることを特徴とする
蒸れ防止機能付き中敷。
【請求項２】
　請求項１記載の蒸れ防止機能付き中敷が靴中に載置されていることを特徴とする蒸れ防
止機能付き中敷を備えた靴。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、歩行過程で靴内の足裏周りに空気を吐出させることで蒸れを防止し、快適な
歩行と足裏のツボを刺激して疲労回復を図る蒸れ防止機能付き中敷及びその中敷を備えた
靴に関する。
【背景技術】
【０００２】
　足裏の蒸れを防止するため靴内の空気を換気する機能を持った靴または中敷として、従
来から足裏の蒸れ防止機能付き中敷が市販されている。例えば図４に示す従来の中敷５０
は、踵部にエアポンプ機構５１を設けて、歩行に合わせて吸気穴５２より吸気した外気を
、踵が着地した時に中敷５０の踵部に設けられたエアポンプ機構５１が圧縮され動作し、
吐出路５３を通って爪先部５４に設けられた複数の吐出穴５５から乾燥した空気を吐出し
、足裏の湿った空気を排気して足の蒸れを防止するエアポンプ機構５１を内蔵した中敷５
０が市販されている。
【０００３】
　また、歩行操作のみで中空パイプを介して外気の新鮮な空気取り込み、足の前後に吐出
させて蒸れや水虫を予防する健康靴及びその中敷が開示されている（例えば、特許文献１
を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開２００９－１４２３０７号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、従来の中敷では、長時間の歩行した際に足裏、脹脛、大腿及び腰が疲労し、痛
みを感じることがあり、疲労回復を図る機能を付加されていない。
【０００６】
　また、外気を靴中に取り込む中敷の場合、その外気取り込み構造が複雑で製造コストが
掛かる問題があった。
【０００７】
　本考案は上述の課題に着目しなされたもので、歩行において歩行中の足裏に加わる体重
の衝撃を弾力のあるチューブが吸収し、該チューブの波形状の凹凸が、歩きながら足裏の
ツボを按摩されるような刺激効果を生むことで自然に疲労回復を図り、足の指と指の間の
部分に、歩行によるチューブ内の圧縮空気の吐出による空気の流れを発生させて靴中の湿
度の上昇を抑へ、汗による足の臭いと蒸れを抑える効果を発揮する蒸れ防止機能付き中敷
、及びその中敷を備えた靴を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本考案は上記の目的を達成するため、以下（１）～（２）の構成を備えるものである。
【０００９】
　（１）靴中に載置する所定の足形に形成された中敷であって、前記足形に形成され、所
定の位置に複数の小穴が穿孔された上層部と、前記足形に沿うように水平に並べて配置さ
れ、且つ前記小穴と対向する位置に複数の空気穴が穿孔された中空構造のチューブを複数
配置した中層部と、格子状に織られたメッシュ布を前記足形に形成した下層部とを積層し
、前記複数のチューブが所定の間隔で配置され波形状に縫製されて成ることを特徴とする
蒸れ防止機能付き中敷。
【００１０】
　（２）前記（１）記載の蒸れ防止機能付き中敷が靴中に載置されていることを特徴とす
る蒸れ防止機能付き中敷を備えた靴。
【考案の効果】
【００１１】
　本考案によれば、歩行において歩行中の足裏に加わる体重の衝撃を弾力のあるチューブ
が吸収し、該チューブの波形状の凹凸が、歩きながら足裏のツボを按摩されるような刺激
効果を生むことで自然に疲労回復を図り、足の指と指の間の部分に、歩行によるチューブ
内の圧縮空気の吐出による空気の流れを発生させて靴中の湿度の上昇を抑へ、汗による足
の臭いと蒸れを抑える効果を発揮する蒸れ防止機能付き中敷、及びその中敷を備えた靴を
提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】（ａ）本考案に係る蒸れ防止機能付き中敷の斜視図、（ｂ）中敷の構造図
【図２】（ａ）蒸れ防止機能付き中敷を備えた靴の断面図、（ｂ）靴の側面から見た断面
図
【図３】歩行時の中敷の動作を示す図
【図４】従来の蒸れ防止機能付き中敷の構成図
【考案を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本考案を実施するための形態を、図面により詳しく説明する。
【実施例】
【００１４】
　図１（ａ）は本考案に係る蒸れ防止機能付き中敷（以下中敷と記す）１０で、足形に形
成された中敷１０は、図１（ｂ）に示すように三層構造を有している。中敷１０の構成は
、皮或いは人口皮の表皮１ａで形成した上層部１と、直径が約６～８ｍｍの樹脂製の弾力
のあるチューブ２ａを並べて配置した中層部２と、通気性のあるメッシュ布３ａで形成し
た下層部３からなり、これら三層が中層部２を形成する其々のチューブ２ａを隔離するよ
うに糸で縫製６した構成となっている。
【００１５】
　中敷１０の上層部１の表皮１ａには、隔離されたチューブ２ａに沿って、踵と指先の位
置に穿孔された複数の小穴４が形成され、中敷１０の上層部１と下層部３との通気性を確
保している。尚、上層部１は下層部３と同一のメッシュ布で形成されていても良い。
【００１６】
　中層部２のチューブ２ａには、踵と指の付根に相当する位置に各々１～２か所の空気穴
５が穿孔され、該空気穴５は対向する表皮１ａの小穴４と一致するように形成されている
。本実施例において、中空構造のチューブ２ａには外径が６ｍｍ、内径が４ｍｍのシリコ
ンなどの樹脂製のチューブ２ａを採用し、歩行により押し潰されても元の形状に復元する
強い弾性を備えた樹脂素材で形成されている。尚、使用されるチューブ２ａの外径は、体
重や靴のサイズにより変更可能で本考案を限定するものではない。
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【００１７】
　下層部３のメッシュ布３ａは、合成繊維で格子状に織られたメッシュ布３ａを使用する
ことで、靴底３１との適度な摩擦により歩行時に中敷１０が滑ることが無く足を確実に保
持する機能と、空気を循環させて中敷１０の通気性を高める機能を備えている。
【００１８】
　更に、中敷１０の下層部３をメッシュ布３ａで形成することで、上層部１を形成する表
皮が吸収した足裏の水分を拡散させて中敷１０が湿気を帯びることを防ぐ効果を発揮して
いる。
【００１９】
　中敷１０の耐久性は、毎日１０ｋｍ歩いて年間３０００ｋｍの歩行に耐える強度を有す
る素材で形成され、中敷１０を構成する外径６ｍｍのチューブ２ａは、歩行による上下行
程で開放時６ｍｍから圧縮時４ｍｍの変形を繰り返しても十分耐えるシリコンチューブを
使用し、圧縮時の放出空気量が約８０．４ｍｌの吐出能力を備えている。
【００２０】
　図２（ａ）、図２（ｂ）は、蒸れ防止機能付き中敷１０を備えた靴３０を履いた状態の
断面図で、足裏全体を支持するように、所定の間隔で配置されたチューブ２ａを挟み込ん
で縫製６した中敷１０の波形状の凹凸が、足幅に沿って均等に配置されている。中敷１０
の縫製６を行うことで生じた波形状の凹凸により、足裏と中敷１０の上層部１との間、及
び中敷１０の下層部３と靴底３１の上面と間に其々隙間が形成され、踵から指先まで空気
を循環させることが可能な構造となっている。
【００２１】
　また、中敷１０の縫製６による中敷１０の波形状の凹凸が足裏全体に配置されているた
め、足裏全体の指圧効果が期待できる。
【００２２】
　従来の中敷１０での長時間歩行を行った場合、土踏まずや踵などの足裏、脹脛、太腿及
び腰に疲労感が発生し痛みを感じことが有るが、本考案の蒸れ防止機能付き中敷１０を使
用した長時間歩行においては、疲労感や痛みを感じることが無い。
【００２３】
　整形外科医の見解では、靴底３１の表面と蒸れ防止機能付き中敷１０の下層部３のメッ
シュ布３ａとの間の摩擦により、靴底３１に固定された中敷１０が足全体を安定して保持
している。次に歩行の着地時に生じる踵や指の付根など足裏への衝撃力を、適度な弾性を
持つ中空構造のチューブ２ａが潰れる際、チューブ内の空気が圧縮されることでその衝撃
力を吸収し弱める効果を発揮している。
【００２４】
　また、歩行による踵から土踏まず、指先へと体重移動が行われるのに伴い、縫製６によ
り隔離されたチューブ２ａの波形状の凹凸と、其々のチューブ内を圧縮空気の塊が移動す
ることで、チューブ２ａの弾性と圧縮空気による適度な硬さの塊が足裏を踵から指先に向
かって移動する。その際、チューブ２ａの持つ弾性と圧縮空気の塊が足裏のツボを移動し
ながら刺激することで、歩きながら按摩を受ける形となり、疲労の軽減と回復の二つの指
圧効果を発揮しているとの見解で、通常の歩行に比べ約３０～５０％程度の疲労軽減の効
果が期待できる。
【００２５】
　図３の断面図で、歩行時における中敷１０の動作を説明する。歩行の際、図３（ａ）に
示す踵が着地して足裏の踵から指先に向かって体重が移動すると、中空構造のチューブ２
ａ内の空気の動きは踵側から指先方向に向かって圧縮される。図３（ｂ）に示す圧縮され
た空気の塊は、チューブ２ａ先端に向かって移動し、図３（ｃ）に示す指先で地面を蹴る
動作で、チューブ２ａの先端に穿孔された空気穴５から中敷１０の上層部１の小穴４を介
して指付根の股の部分に圧縮された空気が放出される。
【００２６】
　この空気穴５から放出された圧縮空気により指周辺に空気の流れが発生し、指と指との
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果が期待できる。また中敷１０の下層部３をメッシュ布３ａで形成することで、上層部１
を形成する表皮１ａが吸収した足裏の水分を拡散させて中敷１０が湿気を帯びることを防
止し、足裏の蒸れを防ぐ効果を発揮している。
【００２７】
　更に、足裏全体をチューブ２ａの波形状の凹凸と、歩行によりチューブ２ａ内の圧縮空
気の塊が移動することで足裏全体を刺激する指圧効果を発揮し疲労の軽減と回復が期待で
きる。
【００２８】
　以上、本考案によれば、歩行において着地時の足裏に加わる体重の衝撃を、中敷を構成
する弾力のあるチューブが吸収し、該チューブの波形状の凹凸が歩きながら足裏のツボを
按摩するような指圧効果を生むことで自然に疲労回復を図ることができる。また歩行に伴
い、足の指と指との間にチューブ内の圧縮空気を吐出して空気の流れを発生させ、足裏の
湿度の上昇を抑へて雑菌による臭いの発生を少なくする効果を発揮する蒸れ防止機能付き
中敷及びその中敷を備えた靴を提供することができる。
【符号の説明】
【００２９】
１　　上層部
１ａ　表皮
２　　中層部
２ａ　チューブ
３　　下層部
３ａ　メッシュ布
４　　小穴
５　　空気穴
６　　縫製
１０　蒸れ防止機能付き中敷
３０　靴
３１　靴底
５０　中敷
５１　エアポンプ
５２　吸気穴
５３　吐出路
５４　爪先部
５５　吐出穴
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